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1 はじめに

　本研究は，全報告 1）に引き続き， 瀬戸内海沿岸域

を対象として
， 資源涵養に よ る沿岸域の 再構成にっ

い て ，水産資源 と漁港施設立地を通して検討 したも

の で ある．本報告では ， 漁場が形成される要因を深

層海流の湧昇と海底湧水と仮定し， シ ミュ レ
ー

シ ョ

ン 技術を援用 してそ の 位置を推定した上で ， 漁港立

地及び後背地域集積との 関係を検証する こ とを 目的

として い る．

循環型社会の実現が求め られて い る中で，資源管

理的な側面か ら大規模漁場造成に関わる事業や調査

研 究が 活発に行われ て い る．著者らは ， 大規模な漁

揚創生が，条件を満たせばある程度の 自由度を持っ

て 立地で きる と仮定 して，最適な漁場立地のあり方

につ い て，漁港や市場まで視野を広げた地城計画的

な視点から検討 して い る 23），

2 漁場の形成要因の仮定

　漁場形成の要因は複数あげられて い るが，本稿で

は ，気象や海象に影響されない以下の 二 つ に着目し，

瀬戸内海を事例に ス タディ
ー

を進め ， 漁場創生立地

の方向性を見出したい．

　 【着目する漁場形成要因】

　○海底谷付近 で の 深層海流の 湧昇 （図 1）

　○海底活断層付近で の 海底湧水 （図 2＞

3研究対象領域

瀬戸内海を囲む瀬戸内地域は ， 漁業や水運等を利

用 して古くか ら発展 して きた地域だが，近年，地場

産業の衰退，産業移転，中心市街地衰退，人口減少

等，様々 な面で停滞してい る．しか し，西 目本国土

軸 ・太平洋新国土軸の 中央に位置 し， 潜在的には大

きな開発余力を有 して い る地域とされて い る．本稿

で は ，瀬戸内海東部の 豊後水道付近を対象 とした （図

1　：輔 …131
°

　〜133
°

　，　1匕緯 33
°

　〜34
°

　）．

　こ の領城には，表 1 に示す 44 漁港が含まれる．

4海底谷付近で の湧昇流海域の推定

　深層海流が海底地形と流れの作用に より湧昇する

海域で漁揚が形成 されて い る とされて おり，全海洋

面積の 0．1％の湧昇流海域で，50％の魚類が生産さ

れ て い る ともい われ て い る （Ryther　（1969）），著

図 1深 層海流の 湧昇

降雨

図2海底湧水

AS 血（ly　on　NatUral　Rcsoしrrce　Cuhivation　and 　the　Fishing　PortsAllocatjans血 血e　Inland　Sea〔PaTt2）
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 Kininori　NAKAZAWA ．　kmo 　MITSUI ，　T   asaMIYAZAK 三Y6sh 丑血｛）SUENAGA ，
　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　 T副 HOS 田 NO ，　Masay面 SUGA 　and 　T欲ayuki ｝皿RAI

465

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

31
『

s6
’

3ボ

　　ダ
34
’

凱鑿 ．

　　　，
〜

毛感ン
31
’
　　　　　　　　　 St．　　 　　

　　　   」
　 　 　 　

監＞
3e’

　　　　　 己　　　　　　
“

蟹
o

　　　湾 頻 懣 誰

菰鉱 糖轡
騒 7》 ＼ ン

　　　　 A

　　
　

　

　

り

真

广
！”
　
’

　

　

／駄…
ハ

　

　

　

　

磁

、il： ，、9
’

13。
・

t31
・

112
・

、3：
“

1／1、
・

13：
’

1：ev　 131
．

　 　　 図 1研究対象領域

　　 　　 　　 　　　 表 1
漁港名 種別 漁獲高 （t） 漁 業地 区人 口 組 合 　 行 圏 人 口

柄杓 田　　2種 　　　 　2B5
宇 島　 第 2種 　 　　2276
吉　 　 　 　2　 　 　　 3767

小 祝 　　第 2 種 　　　22 エ3
長洲 　 第 2 種 　　 　2820

香 々 池 第 2種 　 　 　 338
竹 田津　　2　 　 　 　 　 　 　 95

安芸　　第 2種　 　 　 　 　 　 　 846
美濃崎　　第 2 種 　　　　　　1，116
加　　　　2 種　 　 　 　 　 　 　 936

大神　　第 2種 　　　2382

亀川　 　第 2種　 　 　 　 　 　 　 695
大分　　第 2 種　 　 　 　 　 　 　 192

佐 志 生 第 2種　 　 　 　 　 　 　 5D6
臼杵　　第 2 種　 　 　 　 　 　 　 96

四浦　　第 2種　 　 　 　 　 　 　 132
宇部岬 第 2 種 　 　 624S

床波　　第 2種　 　 　 　 　 　 　 592
野島　　第 2 種　 　 　 　 　 　 　 491
　 　 　 2種　 　 　 　 　 　 　 777
尾津　　第 2 種　 　 　 　 　 　 　 15s

牛島　　　2種 　　　　123
佐賀　 　　2 種　　　　535

上 関　 　 　 2　 　 　 　 　 697
柳井　　　2 種　　　　 29
白木 　 　 2種 　 　 10 了0

油田 　 第 2種 　 　 　 467
上　 　 　 2 種　　　1562

豊田 　 第 2 種 　 　 ll56
櫛 生　 　　2 種　 　　　132

豊の浦 　 2 種　 　 　 700
三 瓶　　　　　2 種　　　　　2　D47

1」守浜　　　第 2 種　　　　　　128
九 島　　　2 種　　　　 S6

石 応　 　第 2 種 　　　　247
L
浦　　　2　　　　　 85

魚泊 　 第 2種 　 　 4310
嘉 島　　　2種　 　　　 69
喜路 　 第 2種 　 　 　 121

崎　　　2 種　　 　　 M

八 幡 浜 第3種 　　　12692
中浦　　 3種　　　 24B5

深 浦　　第3種　　　20181

松浦　　第3種 　　　13，644

9Qg　 　 　 　 lO2　 100e　OOO
l762　 　 　 　 143　　　　29　567
12Q2　 　 　 　 196　　　　　7，452
2627　 　 　 　 201　　　 68　387
7729　 　 　 　 353　　　　 49　399

1019　 　 　 　 工08　　　　　3，936
703　 　 　 　 32　 　　 5870

1432　 　 　 　 65　　　 9966
B57　 　 　 　 79　　　　 22，881

　 　 　 　 43　　　　22，8812931

，D26　 　 　 　 88 　　　　27，097
6，4DO　 　 　 　 262　　　　126，525
2640　 　 　 　 335　　　 440 　933

1，596　 　 　 　 92　　　　36レ505
504　 　 　 　 83　　 　 36505

300　 　 　 　 119　　　 9601
3064　 　 　 　 300　　　 藍75　204

2，245　 　 　 　 203　　　互75，204
232　 　 　 　 57　　　120　139

8，748　 　 　 　 164　　　　47　522
5770　 　 　 　 93　　 　 16660

123　 　 　 　 43　　　 47522
2676　 　 　 　 117　　　　　正4，022
2345　 　 　 　 31D　　　　4，522
2777　 　 　 　 131　　　　 33，895
151S　 　 　 　 199　　　 5，406
720　 　 　 　 216　　　　　5，406

2154　 　 　 　 207 　　 　 5656

884　 　 　 　 129　　　　　5，656
300　 　 　 　 69　　　　 5656

581　 　 　 　 9B　　　 6836
4417　 　 　 　 245　 　 　 9252

867　 　 　 　 49　　　　 4 了40
1327　 　 　 　 22B 　　　　62 　786

876　 　 　 　 15ア　　　　62　786
224　 　 　 　 37　　　62786

1．085　 　 　 　 209　　　　62　796
201　 　 　 　 5D　　　6Z，786
262　 　 　 　 70　　　 62786
212　 　 　 　 156　　　 2394

2294　 　 　 　 283　　　　33　291
1082　 　 　 　 266　　　 9705
3285　 　 　 　 992　 　　 9S72

1，88D　 　 　 　 412　　　　　4，254

者 らは ， 日本の千葉県沖を対象 として ，
セ ル オート

マ トン注により湧昇流海域を抽出し， 海底谷付近で

の 湧昇流海域と漁場 の 形成に因果関係がある こ とを

示 した．瀬戸内海にお い て は ， 外洋 の よ うに厳密な

意味での海洋深層水 の湧昇は期待で きない が，大部

分の海域は無光層を含むため，栄養塩類を多く含ん

だ無光層と有光層の鉛直混合として の湧昇が漁場形

成に起因し て い る．

　茂木 （1977）に よると
， 海底谷とは ，

「比較的狭

く深い 凹所で急な両側斜面を有し，底部は連続的に

水深を増大するもの 」 とされて い るが，水深図や鯨

観図 （図 5）か らではわか りにくい 湧昇流 が発生

し漁場を形成で きる海域と し て抽出し
，

か つ メ ッ シ

ュ アナ リシ ス で検討できるよう定義する必要がある．

　以上 か ら本研究で は，湧昇流が発生すると予測 さ

れる海底谷の位置を，   海底勾配 0．20 以上  埴物プ

ラン ク トン が光合成を行える水深 400m 以浅と し，

抽出した メ ッ シ ュ を 「湧 昇流海域」 と定義し た．

　5海底活断層付近で の海底湧水地点の 推定

　河川流出量 の 半分に近い 量 の 地下水が海洋に湧出

する とされ て お り，多量 の 窒素，リン を海域にもた

らし，植物プラ ン ク トン の 餌となっ てい ると指摘さ

れ てい る （丸井 ・安原 （2002），徳山 （2002），多部

田 （2003））．化学合成生物群集か ら推定され る海底

湧水地点が活断層上に分布してお り， 断層面が地下

か らの流体の 排出路となっ て い る こ とが示唆されて

い る （芦 （2002））．

　これを参考に ， 産業技術総合研究所による活断層

マ ッ プ 10）11〕か ら， 海底谷 と同様に水深 400m 以浅

の活断層位置を抽出し，「海底湧オd也点」として推定

した．

6 湧昇流海域と海底地下湧水地点の推定結果と漁港

立地との 関係

　定義した湧昇流海域と海底湧水地点の推定結果を

図 5 に示 した．図 5 には，加えて 第 2種漁港及び第

3 種漁港を示して い る．図か ら，湧昇流海域，海底

湧弱 也点の近傍に漁港が立地 して い る こ とがわか る ，

一方で，拠点港で ある第三種漁港が南部に偏在して

い お り，効率的な配置となっ て い ない ように伺え る．
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図 4 研究対象領域鯨観図

図5　湧昇流海域 P 海底湧水地点の 推定と漁港立地

（1）漁獲高と湧昇流海域 ・海底湧水地点まで の 距離

の 関係

　図 6 は ， 漁港か ら湧昇流海域まで の距離と漁獲高

の 関係を示した もの で ある．湧昇流海域によ り近接

して い る漁港の ほ うが漁獲高は高くなっ てい る．

　図 7 は，漁港か ら海底湧水地点まで の距離 と漁獲

高の関係を示 したもの である．湧昇流海域 と同様に ，

海底湧水地 弧により近接して い る漁港の ほ うが漁獲

高が高くな っ て い る．海底湧水jzak，，は，全 て の 漁港

か ら 5  まで に存在しており，本研究対象領域に

おい て は湧昇流よ りも海底湧水が漁場形成に大きく

起因 してい ると考えられる．

（2）湧昇流海域 ・海底湧水地点と漁協組員数の 関係

　図 8 及び図 9 は，湧昇流海域及び海底湧水地 点ま

で の距離と漁協組合員数の 関係を示 したもの で ある．

相関性が うかがえた漁獲高とは逆に ， どちらも相関

性 は認められず， 資源 の 分布と水産業を基盤 とした

地域形成に矛盾が生じて い る こ とが考察され る，

　また同用に して湧昇流海域及び海底湧水地点まで

の距離と漁業地区人 口 までの 距離の 空 間分析を行っ

たが， 相関性は見 られ なか っ た．

おわ りに

　以 上， 本報告では ， 海底谷立地による湧昇流海域，

活断層立地による海底湧水地点を漁場形成 の 要因と

仮定し
， 漁港立地 との マ ク ロ 的な空間的関係性 の 把

握を試みた．
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図 9組合員数と漁港か ら海底湧水地点まで の 距離の 関係

　本稿の結果か ら，資源の 立地 と漁港施設の配置に

関係性がみられたが，資源の 立地 と漁業者居住，地

域形成には因果関係がみ られなか っ た．すなわち，

自然的資源の 立地 と地域形成に連携がみ られず，人

工的な資源涵養の余地が十分あるこ とが考察される，

本研究対象領域におい ては，海底井戸による人工海

底湧水によっ て，地域形成に配慮 した効果的な漁場

の 創生が期待できる，

　 しか し， 実現にはまだまだ解明されて い ない 点が

多く，各分野にお ける実証的研究に期待しつ っ
， 本

研究にお い てもシ ミュ レ
ー

シ ョ ン 技術の 高度化や検

証等を課題 としたい ．

瓣

　本研 究は，文部科学省補助 ・平成 19年度学術フ ロ ンテ ィ ア 推

進事業，『地球環境調和型新技術開発を 目的 とす る水 の高癬 「亅用

に関す る研究』シ ミュ レ ー
シ ョ ン 研 究グル ープの 研究の

一
部で

ある．
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